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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 液 状 の ベ ー ス 金 属 に 、 少 な く と も １ つ の 別 の 金 属 又 は 前 合 金 か ら 成 る



金 属 合 金 を 連 続 的 に
製 造 す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 そ れ 自 体 が 少 な く と も 部 分 的 に 金 属 性 の 合 金 添 加 物 か ら 成 る 消 耗 ア ー
ク 電 極 （ ５ ） を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 金 属 性 の 合 金 添 加 物 が 、 保 護 ガ ス 雰 囲 気 下 、 特 に 窒 素 又 は ア ル ゴ ン か
ら 成 る 保 護 ガ ス 雰 囲 気 下 で ア ー ク （ ７ ） で 溶 融 さ れ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　

　 　 【 請 求 項 】 　 均 質 化 し た 混 合 物 に 還 元 処 理 及 び ／ 又 は 脱 気 処 理 を 施 し 、 次 い で 溶 融
物 を 連 続 的 に 鋳 込 室 （ １ ２ ） を 介 し 、 連 鋳 機 の 冷 し 鋳 型 へ 導 く 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い
ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 ベ ー ス 金 属 の た め の 溶 融 炉 、 金 属 性 の 合 金 添 加 物 の 供 給 部 を 有 す る 合
金 路 （ ２ ） 、 均 質 化 室 （ １ １ ） 並 び に 鋳 込 装 置 （ １ ２ ） を 有 す る 、 金 属 合 金 を 連 続 的 に 製
造 す る 装 置 合 金 炉 （ ２ ） が ア ー ク 炉 で あ っ て 、 該 ア ー ク 炉 内 に て 、 浴 溶 融 物 の
上 側 で 金 属 性 の 合 金 添 加 物 が 溶 融 さ れ 、 連 続 的 に 液 状 の 形 態 で 浴 溶 融 物 に 供 給 可 能

合 金 を 連 続 的 に 製 造 す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 ア ー ク 電 極 （ ５ ） が 消 耗 電 極 で あ り か つ 少 な く と も 部 分 的 に 合 金 添 加
物 か ら 成 っ て い る 、 請 求 項 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 ア ー ク 電 極 （ ５ ） が 浴 溶 融 物 内 へ 突 入 す る 保 護 壁 （ ４ ） で 取 囲 ま れ て
お り 、 該 保 護 壁 （ ４ ） が 閉 鎖 さ れ た 室 を 形 成 し て い る 、 請 求 項 又 は 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 閉 鎖 さ れ た 前 記 室 が 保 護 ガ ス で 洗 浄 可 能 で あ る 、 請 求 項 記 載 の 装 置
。
　 　 【 請 求 項 】 　

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 状 の ベ ー ス 金 属 に 、 少 な く と も １ つ の 別 の 金 属 又 は 前 合 金 か ら 成 る 所 望 の
金 属 性 の 合 金 添 加 物 を 供 給 し 、 均 質 な 溶 融 物 に 混 合 し 、 場 合 に よ っ て は 還 元 し 、 最 後 に 鋳
造 す る 、 金 属 合 金 を 連 続 的 に 製 造 す る 方 法 に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 さ ら に 本 発 明 ー ス 金 属 の た め の 溶 融 炉 と 、 金 属 性 の 合 金 添 加 物 の た め の 供 給 部 を
有 す る 合 金 炉 と 、 均 質 化 炉 と 、 鋳 造 装 置 と を 有 す る 、 合 金 を 連 続 的 に 製 造 す る た め の 装 置
に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 合 金 に 品 質 に 関 し て 課 さ れ る 常 に 増 大 す る 要 求 を 満 た す た め に は 、 公 知 技 術 で あ る 生 産
設 備 に お い て は 、 ま ず ベ ー ス 金 属 が 第 １ の 炉 に て 溶 融 さ れ 、 次 い で ベ ー ス 金 属 溶 融 物 が 供
給 さ れ る 合 金 炉 に て 、 金 属 性 の 添 加 物 が 固 体 の 形 で 添 加 さ れ 、 溶 融 さ れ 、 ベ ー ス 金 属 と 共
に 均 質 化 さ れ る 。 こ の 均 質 化 に は 場 合 に よ っ て は さ ら に 、 脱 酸 素 処 理 並 び に 合 金 溶 融 物 が
相 応 に 改 善 さ れ た 純 度 で 鋳 造 さ れ る よ う に な る ま で の 、 適 当 な 脱 気 過 程 に よ る 不 都 合 な 随
伴 物 質 の 完 全 な 又 は 少 な く と も 部 分 的 な 除 去 が 続 く 。 合 金 炉 を 前 述 の 生 産 ラ イ ン に 統 合 す
る こ と は 合 金 の 著 し い 品 質 改 善 に 役 立 つ 。 何 故 な ら ば 金 属 性 の 合 金 添 加 物 の 調 量 並 び に 温
度 供 給 及 び 合 金 炉 の 混 合 及 び 緩 衝 効 果 が 良 好 な 均 質 化 を 許 す か ら で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 別 な 問 題 は 、 融 点 の 低 い 金 属 か ら 成 る 溶 融 物 に 、 融 点 が 著 し く よ り 高 い 第 ２ の 金 属 を
加 え て 合 金 と す る 場 合 、 例 え ば Ｚ ｎ － Ａ ｌ 合 金 又 は Ｃ ｕ － Ｆ ｅ 合 金 を 製 造 し よ う と す る 場
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所 望 の 金 属 性 の 合 金 添 加 物 を 供 給 し 、 均 質 な 溶 融 物 に 混 合 し 、 場 合 に よ っ て は 還 元 し 、 最
後 に 鋳 造 す る 、 金 属 合 金 を 連 続 的 に 製 造 す る 方 法 に お い て 、 金 属 性 の 合 金 添 加 物 を ア ー ク
で 溶 融 し か つ 液 状 の 形 態 で ベ ー ス 金 属 に 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 、

ベ ー ス 金 属 と 金 属 性 の 合 金 添 加 物 と か ら 成 る 共 通 の 液 状 の 混 合 物 を 、
均 質 化 す る た め に 誘 導 炉 の ト ラ フ 通 路 （ １ ０ ） に 供 給 す る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ
か １ 項 記 載 の 方 法 。
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７

６
８

６ ７
９ ８

１ ０ ト ラ フ 通 路 （ １ ０ ） を 有 す る 誘 導 炉 を 有 し 、 前 記 ト ラ フ 通 路 （ １ ０
） を 通 し て 、 ベ ー ス 金 属 と 合 金 添 加 物 と か ら 成 る 共 通 の 混 合 物 が 強 制 案 内 可 能 で あ り 、 前
記 誘 導 炉 の 後 ろ に 、 連 続 的 に 働 く 鋳 造 装 置 、 有 利 に は 連 続 鋳 造 装 置 が 接 続 さ れ て い る 、 請
求 項 ６ か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。

は 、 ベ



合 に 発 生 す る 。 ベ ー ス 金 属 合 金 を 適 当 に 過 熱 し た 場 合 で す ら 、 高 温 で 溶 融 し な い 金 属 を 固
体 状 態 か ら 液 体 状 態 に 変 え る た め に は 著 し い 長 さ の 時 間 が 必 要 で あ る 。 金 属 性 の 添 加 物 を
固 体 の 形 で 溶 融 物 に 与 え る か も し く は 適 当 な 合 金 粉 体 を 上 か ら 浴 面 に 散 布 す る と 、 浴 溶 融
物 表 面 に て 半 径 方 向 外 方 へ 向 け ら れ て 発 生 す る 浴 運 動 に 基 づ き 、 解 け は じ め た に 過 ぎ な い
合 金 剤 が 炉 縁 に 沿 っ て 流 さ れ 、 そ こ で 溶 滓 の 形 で 留 ま る か 又 は ス ラ グ 堆 積 物 と し て 炉 套 に
付 着 す る こ と に な る 。 前 記 堆 積 物 は 部 分 的 に は コ ン ト ロ ー ル で き な い 種 々 異 な る 浴 運 動 に
関 連 す る の で 、 溶 融 物 の 合 金 組 成 は 、 ベ ー ス 金 属 量 に 対 す る 金 属 性 添 加 物 量 の 比 に は 相 応
し な く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 処 す る た め に は 実 地 に お い て は 、 内 室 に 添 加 物 、 例 え ば 粉 体 の 形 を し た 金 属 が
詰 め 込 ま れ て い る 中 空 体 状 の ワ イ ヤ が 用 い ら れ る 。 こ の ワ イ ヤ は 巻 解 供 給 機 を 用 い て 直 接
的 に 合 金 炉 の 浴 中 へ 巻 き 解 か れ 、 そ こ で ワ イ ヤ が 溶 融 さ れ 、 合 金 エ レ メ ン ト が 解 放 さ れ る
。 場 合 に よ っ て は 前 記 ワ イ ヤ の 充 填 材 料 は さ ら に 粉 体 の 形 を し た 脱 酸 素 剤 を 含 ん で い る こ
と も で き る 。 粉 体 の 形 を し た 合 金 添 加 物 で 充 た さ れ た 前 記 形 式 の ワ イ ヤ の 製 造 に は 手 間 と
費 用 が か か る と い う こ と を 度 外 視 し た と し て も 、 ワ イ ヤ 巻 解 方 法 は 依 然 と し て 、 合 金 添 加
物 を 溶 融 す る た め に 著 し い 時 間 が 必 要 で あ る と い う 欠 点 を 有 し て い る 。 固 体 の 形 で ベ ー ス
溶 融 物 に 添 加 さ れ た い わ ゆ る 前 合 金 物 が 一 部 使 用 さ れ る 原 因 も 前 記 欠 点 に あ る 。 前 合 金 物
と は 、 ベ ー ス 金 属 と 著 し く 高 い パ ー セ ン テ ー ジ の 合 金 金 属 と か ら 成 る 合 金 で あ る 。 亜 鉛 －
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 製 造 す る た め に は 、 合 金 金 属 を ベ ー ス 金 属 と は 別 個 に 固 有 の 炉 で 液 化
し 、 次 い で 液 状 の 形 で ベ ー ス 金 属 に 添 加 混 合 す る こ と は す で に 提 案 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ ま で に 公 知 と な っ て い る す べ て の 方 法 は 、 長 い 均 質 化 時 間 又 は 複 数 の 炉 設 備 を 必 要
と す る と い う 欠 点 を 持 つ 。 例 え ば Ｃ ｕ － Ｆ ｅ － 合 金 の 場 合 の 均 質 化 プ ロ セ ス は １ 時 間 又 は
そ れ よ り も 長 く か か る 。 Ｚ ｎ － Ａ ｌ － 合 金 の 製 造 に 際 し て は 、 実 地 に 適 う プ ロ セ ス 時 間 を
得 る た め に い ず れ に し て も 第 ２ の 炉 が 必 要 で あ る 。 よ り 高 い 温 度 で 溶 融 す る 材 料 の 長 い 溶
融 時 間 は 、 合 金 の 製 造 が 連 続 的 で あ り 、 例 え ば 連 続 鋳 造 法 で 鋳 造 し よ う と す る 場 合 に は 特
に 不 都 合 で あ る 。 こ の よ う な 場 合 の 補 助 手 段 は 、 ２ つ の 溶 融 炉 を 用 い 、 １ つ の 溶 融 炉 で 溶
融 し 、 他 方 の 溶 融 炉 を 合 金 化 作 業 と 鋳 造 と に 並 列 に 使 用 で き る よ う に す る こ と で し か 可 能
で は な い 。 こ れ ら の 炉 は 前 述 の 機 能 の た め に 交 互 に 運 転 さ れ る 。 ワ イ ヤ 巻 解 供 給 方 法 は 連
続 鋳 造 法 の た め の 生 産 ラ イ ン の 枠 内 で は 、 比 較 的 に 迅 速 に 溶 解 す る 合 金 エ レ メ ン ト の 場 合
に し か 応 用 で き な
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 に 述 べ た 方 法 と 公 知 技 術 に よ る 装 置 を 改 良 し て 、 で き る だ け 少 な
い 方 法 技 術 的 及 び 装 置 的 な 費 用 で 、 連 続 的 に 鋳 造 で き る 、 均 質 化 さ れ た 合 金 溶 融 物 が 、 よ
り す み や か に 得 ら れ る よ う に す る こ と で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 課 題 は 方 法 技 術 的 に は 請 求 項 １ に 記 載 し た 処 置 に よ っ て 解 決 さ れ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 金 属 性 の 合 金 添 加 物 は ア ー ク で 溶 融 さ れ 、 液 状 の 形 で ベ ー ス 金 属 に 添
加 さ れ る 。 有 利 に は 少 な く と も 部 分 的 に 金 属 性 の 合 金 添 加 物 か ら 成 る 消 耗 ア ー ク 電 極 が 用
い ら れ る 。 前 記 ア ー ク 出 力 は 、 滴 下 す る 合 金 金 属 が 所 望 さ れ る 合 金 調 整 に 相 当 す る 必 要 な
値 で 、 炉 を 連 続 的 に 流 過 す る ベ ー ス 金 属 に 供 給 さ れ る よ う に 調 整 さ れ る 。 記 述 し た 本 発 明
の 処 置 に よ っ て は 金 属 性 の 合 金 添 加 物 の た め の 別 個 の 溶 融 炉 は 節 減 さ れ る 。 金 属 性 の 添 加
物 の 溶 融 に 必 要 な エ ネ ル ギ は 浴 溶 融 物 を 通 し て 与 え ら れ る 必 要 は な く な る の で 、 よ り 短 い
溶 解 時 間 が 達 成 さ れ
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 原 則 的 に は ア ー ク は 合 金 室 も し く は 合 金 炉 の 内 部 で 開 放 状 態 で 稼 働 さ せ る こ と が で き る
が 、 有 利 に は 金 属 性 の 合 金 添 加 物 は 保 護 ガ ス 雰 囲 気 下 で 、 特 に 窒 素 又 は ア ル ゴ ン か ら 成 る
雰 囲 気 下 で 溶 融 さ れ る 。 こ れ に よ り 炉 雰 囲 気 に お け る ガ ス 状 の エ レ メ ン ト と の 反 応 が 阻 止
さ れ る 。
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　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　

　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る さ ら な る 構 成 に よ れ ば 、 均 質 化 さ れ た 混 合 物 は 還 元 処 理 及 び ／ 又 は 脱 気 処
理 さ れ 、 そ の あ と で こ の よ う に 組 成 の 最 適 化 さ れ た 溶 融 物 は 連 続 的 に 鋳 込 室 を 介 し て 、 例
え ば 連 鋳 機 の 冷 し 型 に 移 送 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 装 置 的 に は 本 発 明 の 課 題 は 請 求 項 記 載 の 装 置 に よ っ て 解 決 さ れ た 。 こ の 装 置 の 特 徴 は
、 合 金 炉 が ア ー ク 炉 で あ っ て 、 該 ア ー ク 炉 内 に て 溶 融 浴 の 上 側 で 金 属 性 の 合 金 添 加 物 が 溶
融 さ れ か つ 連 続 的 に 液 状 の 形 で 溶 融 浴 に 供 給 可 能 で あ る こ と で あ る 。 こ の 場 合 、 合 金 炉 は
溶 融 物 が 連 続 的 に 通 過 す る 生 産 ラ イ ン に 統 合 さ れ て い
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 既 に 先 き に 述 べ た よ う に 、 少 な く と も 部 分 的 に 金 属 性 の 合 金 添 加 物 か ら 成 る 消 耗 ア ー ク
電 極 を 用 い る こ と が 有 利 で あ る 。 必 要 で あ る 場 合 に は 、 合 金 炉 の 領 域 に お け る 炉 雰 囲 気 と
の 浴 反 応 は 、 浴 溶 融 物 内 に 突 入 す る 、 ア ー ク 電 極 を 取 囲 む 保 護 壁 に よ っ て 効 果 的 に 阻 止 さ
れ る 。 保 護 壁 に よ っ て 形 成 さ れ た 閉 じ ら れ た 空 間 は 本 発 明 の 別 の 構 成 に よ れ ば 保 護 ガ ス で
洗 浄 可 能 で あ り か つ 圧 力 及 び 調 量 弁 を 備 え た 適 当 な 供 給 導 管 を 有 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　

　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 記 述 し た 装 置 は 、 溶 融 炉 か ら 供 給 さ れ た 液 状 の ベ ー ス 金 属 が 連 続 的 に 流 入 し 、 金 属 性 の
合 金 添 加 物 を 液 状 の 形 態 で 受 取 り 、 そ の 際 に 発 生 す る 当 初 非 均 質 な 混 合 物 が 強 制 的 に 誘 導
炉 の ト ラ フ 通 路 に 流 入 し 、 該 誘 導 炉 内 で 強 力 な 混 合 が 行 な わ れ る 統 一 的 な 炉 設 備 と し て 計
画 さ れ て い る 。 ベ ー ス 合 金 と 金 属 性 の 添 加 物 と の 純 度 に 応 じ て 他 の 処 置 、 例 え ば 温 度 及 び
組 成 の 均 質 化 、 脱 炭 素 、 脱 硫 黄 、 脱 燐 、 微 量 元 素 の 除 去 、 脱 気 も し く は 脱 酸 素 又 は そ の 他
の 合 金 の 最 適 化 が 必 要 で あ る と 、 こ れ ら は 別 の 均 質 化 室 内 に て 公 知 の 形 式 に 従 っ て 行 な わ
れ 、 次 い で 最 適 化 さ れ た 溶 融 物 が 連 続 鋳 造 設 備 の 冷 し 型 に 流 入 さ せ ら れ る 。 し た が っ て 本
発 明 に よ る 装 置 は 連 続 的 に 、 著 し く 短 縮 さ れ た 通 過 時 間 で 、 も し く は 単 位 時 間 あ た り の 処
理 量 を 著 し く 増 大 さ せ て 働 く 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の １ 実 施 例 は 概 略 的 な 横 断 面 図 で あ る 図 面 に 示 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 示 さ れ て い な い 溶 融 炉 か ら 連 続 的 に 矢 印 の 方 向 で 供 給 さ れ た 液 状 の ベ ー ス 金 属 （ 矢 印
１ を 参 照 ） は 、 合 金 室 ２ 内 へ 流 れ て 、 浴 面 ３ を 有 す る 浴 を 形 成 す る 。 前 記 浴 面 ３ の 下 で 終
わ っ て い る 保 護 管 ４ で 取 囲 ま れ て 、 ア ー ク の 消 耗 電 極 ５ が 存 在 し て い る 。 こ の 消 耗 電 極 ５
は 符 号 ６ で 示 さ れ た エ ネ ル ギ 供 給 装 置 で 制 御 さ れ る 。 点 火 し た ア ー ク ７ は 浴 面 ３ に 向 け ら
れ 、 浴 の 加 熱 の た め に も 、 金 属 性 の 添 加 物 を 液 状 の 形 態 で 添 加 す る 制 御 の た め に も 役 立 つ
。 前 記 金 属 性 の 添 加 物 は 消 耗 電 極 か ら 滴 下 す る 。 適 当 な 後 案 内 装 置 を 介 し 電 極 ５ は 矢 印 ８
の 方 向 へ 送 ら れ る の で ア ー ク は 一 定 の 高 さ で 燃 え る 。 保 護 管 ４ に よ っ て は 閉 鎖 さ れ た 室 が
生 じ る 。 こ の 室 は 供 給 導 管 ９ を 介 し て 保 護 ガ ス 、 例 え ば ア ル ゴ ン で 洗 浄 す る こ と が で き る
。 ベ ー ス 金 属 と 液 状 の 金 属 性 の 添 加 物 と か ら 成 る 、 ま だ 均 質 化 さ れ て い な い 混 合 物 は 誘 導
通 路 を 通 っ て 流 れ 、 次 い で 均 質 化 室 １ １ へ 達 し 、 そ こ で 混 合 物 の 後 続 処 理 、 例 え ば 脱 酸 素
、 脱 気 等 を 実 施 す る こ と が で き る 。 均 質 化 室 １ １ か ら は 準 備 完 了 し た 合 金 混 合 物 が 鋳 込 室
１ １ 内 へ 達 す る 。 そ こ か ら 合 金 混 合 物 は 連 続 的 に 出 口 １ ３ を 介 し 連 続 鋳 造 設 備 へ 供 給 さ れ
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有 利 に は 均 質 化 を 加 速 す る た め に 、 ベ ー ス 金 属 と 金 属 性 の 添 加 物 と か ら 成 る 共 通 の 液 状
の 混 合 物 は 誘 導 炉 の ト ラ フ 通 路 に 供 給 さ れ る 。 ま だ 均 質 化 さ れ て い な い 液 状 の 合 金 成 分 の
混 合 物 を 前 記 の よ う に 誘 導 炉 の ト ラ フ 通 路 を 通 し て 強 制 案 内 す る 結 果 、 著 し く 強 い 混 合 が
得 ら れ 、 こ れ に よ り 合 金 調 整 の た め の 準 備 時 間 が 一 層 著 し く 短 縮 さ れ る 。

６

る 。

連 続 す る 生 産 ラ イ ン の 枠 内 で 、 合 金 炉 に 続 く 均 質 化 炉 の 後 ろ に は 、 有 利 に は ト ラ フ 通 路
を 備 え た 誘 導 炉 が あ る 。 前 記 ト ラ フ 通 路 を 通 っ て は 、 ベ ー ス 金 属 と 合 金 添 加 物 と か ら 成 る
共 通 の 混 合 物 が 強 制 案 内 可 能 で あ る 。 前 記 ト ラ フ 通 路 に は 有 利 に は 連 鋳 装 置 で あ る 鋳 造 装
置 が 接 続 し て い る 。



る 。 ト ラ フ 通 路 １ ０ は 常 に 浴 面 ３ の 下 側 に 位 置 し て い る 。 同 様 に 均 質 化 室 １ １ と 鋳 込 室 １
２ は 、 浴 面 ３ の 下 側 で 終 わ っ て い る 壁 １ ４ で 、 互 い に 分 離 さ れ て い る 。 図 示 の 装 置 は 、 短
い 通 過 時 間 で 連 続 的 に 運 転 可 能 な 、 最 適 な 合 金 調 節 が 可 能 で あ る コ ン パ ク ト な 設 備 を 成 す
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 本 発 明 の １ 実 施 例 を 示 し た 横 断 面 図 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 １ 　 矢 印 、 　 ２ 　 合 金 室 、 　 ３ 　 浴 面 、 　 ４ 　 保 護 管 、 　 ５ 　 消 耗 電 極 、 　 ６ 　 エ ネ ル
ギ 供 給 装 置 、 　 ７ 　 ア ー ク 、 　 ８ 　 矢 印 、 　 ９ 　 供 給 導 管 、 　 １ ０ 　 誘 導 通 路 、 　 １ １ 　
均 質 化 室 、 　 １ ２ 　 鋳 込 室 、 　 １ ３ 　 出 口 、 　 １ ４ 　 壁

(5) JP 2002-523632 A5 2006.8.3


	header
	written-amendment

